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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

高温超伝導物質や、室温弱磁場誘起のマルチフェロイック物質の開発や基礎物性

測定など、先端性の高い研究が順調に行われている。特に多層系銅酸化物超伝導体

における、同じ3d電子による反強磁性秩序と超伝導の共存状態の発見は、試料合成

班とNMR測定班との緻密な連携で得られた重要な研究成果と考えられる。今後、さ

らなる試料の純良化や単結晶化を行い、放射光、ミュオン、X線、中性子分光など

NMRとは相補的な手段を用いて、この共存のミクロな状態を、より総合的に調べる

ことで、高温超伝導のメカニズム解明に大きく貢献すると期待される。それに向け

て理論班との、より密接な連携が望まれる。 

 


